
【奥】大徐篆文の字形を楷書にすれば「奧」の方が近いとおも
うのだが、五経文字では「奥」。中国でも日本でも書かれてい
た字体は｢奥」。「奧」は康煕字典、文部省活字、当用漢字表。
太宰治が「奥」を書いているのが興味深い。
【奨】中国から日本の平安時代まで下部を「廾」にしている。

江戸期以降は下部を「大」にしている。康煕字典は「奬」を
「大」の部首に「獎」を「犬」の部首に載せている。大徐篆文
に従えば「獎」のはずだが文部省活字も当用漢字表も「奬」。

②

契
契

契

奏

套
奥
奧

奨
奬

獎

ケイ
ちぎる
きざむ
わりふ

ソウ
かなでる
すすめる

トウ

オウ
おく
くま

ショウ
すすめる
たすける

常①

教 6常①

人①

常①

人②

常①

人②

契

奏

套

元暦萬葉⑥ 節用

開化往来

大 6

古文

古文

古文

古文

大 7

教科書〈俗〉 現代中国

現代中国

甲骨

甲骨

睡虎地秦簡 大徐・夲部

大徐古文

大徐古文

居延漢簡

新居延漢簡

馬王堆 乙瑛碑

西嶽崋山廟碑

書譜 興福寺断碑 鄭羲下碑 昭仁寺碑 九経字様・序 琱玉集

元暦萬葉②

元暦萬葉⑰

粘葉本朗詠

七夕

冥加訓

大 6 × 干禄〈通〉 現代中国金文 大徐・大部睡虎地秦簡 書譜 集字聖教序 元楨墓誌

弔比干墓文

暉福寺碑

九成宮

化度寺碑

雁塔聖教序

干禄字書

五経・大部

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

奖

奥

獎

奧

元暦萬葉①

伝藤原行成

五穀無尽蔵

五穀無尽蔵

節用

大 10

大 11

犬 11

陸軍

漢字要覧

×

×

現代中国

中国繁体

現代中国

中国繁体

大徐・宀部

大徐・犬部

甘陵相残碑

禮器碑

集字聖教序 壇賓墓誌

敬史君碑

壇賓墓誌

陳 墓誌

雁塔聖教序

等慈寺碑

樊興碑

五経・宀部 王勃詩序

聖武天皇雑集
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【大】契
6
奏
6
套
7
奥
9
奨
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【奪】下部を「集」にする異体字があり、干禄字書では〈俗〉
とするが平安以降の日本では書かれることが多い。
【奮】下部の「田」を「臼」または臼の略字の「旧」にする異
体字があり、干禄字書では下部を「臼」とする字を〈俗〉と
している。日本では下部を「旧」とする字が書かれ、漱石も

書いている。
【如】甲骨の字体は別字種の可能性もある。

奪

奮

女

奴

好

如

ダツ
うばう

フン
ふるう

ジョ
ニョ
ニョウ
おんな
め

ド
め
やつ
やっこ

コウ
このむ
すく

ニョ
ジョ
ごとし
しく　もし
ゆく

常①

教 6常①

教 1常①

常①

教 4常①

常①

夺

女

奴

無量義経

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

元暦萬葉②

節用

節用

節用

節用

大 13

女 0

康煕古文

女 2

古文

江戸五経〈俗〉

現代中国

現代中国

甲骨

令鼎

侯馬盟書

大盂鼎

令鼎

金文

金文金文

郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

中山王鼎

睡虎地秦簡 郭店楚簡

包山楚簡包山楚簡

大徐・奞部

泰山刻石

大徐・女部

大徐・女部

大徐古文

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

武威漢簡

楊叔恭残碑

三老諱字忌日記

曹全碑

桐柏屛碑

十七帖

澄清堂帖

澄清堂帖

王献之

王献之

元 墓誌

弔比干墓文

敬史君碑

高貞碑

鄭長猷造像記

敬史君碑

等慈寺碑

倪寛伝賛

孟法師碑

倪寛伝賛

干禄字書

五経・隹部

九経・部首

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

杜家立成

画図讃文

奋
現代中国

好

如
屛風土台

屛風土台

農家用文章大全 女 3 現代中国甲骨

郭店楚簡 信陽楚簡

石鼓文 睡虎地秦簡 大徐・女部 馬王堆

馬王堆

乙瑛碑

曹全碑

集字聖教序

十七帖

集字聖教序 爨龍顔碑 孔子廟堂碑 九経・序 王勃詩序

王勃詩序

奈良・空海

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用 女 3

古文

現代中国甲骨

甲骨

殷・金文

殷・金文

金文

金文

金文

周・金文 上海楚竹書石鼓文

郭店楚簡

郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

大徐・女部

大徐・女部 馬王堆

居延漢簡

北海相景君碑

桐柏廟碑

淳化閣帖

澄清堂帖

張猛龍碑 伊闕仏龕碑 王勃詩序

藤原行成 節用

庭訓往来

大 11

古文

干禄〈俗〉 現代中国金文 睡虎地秦簡 大徐・奞部 銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

北海相景君碑

興福寺断碑 元緒墓誌 皇甫誕碑

皇甫誕碑

干禄字書

五経・隹部

杜家立成

聾瞽指歸
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【大】奪
11
奮
13
【女】女

0
奴
2
好
3
如
3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【妃】旁は大徐では「己」、五経文字も「己」、康煕字典は「已」、
文部省活字は「己」、当用漢字表は「已」、当用漢字字体表は
「己」。手書きでは「己」、「已」、「巳」はあやふやになる。
【妥】大徐本には不録で段注本には掲載。
【妊】「姙」という異体字がありそれを顔真卿が「多宝塔碑」

で書いている。「明治の漢字」では「娠」の〈許容〉の異体字
に「妊」をあげている。その通りなら「妊娠」を「妊妊」と
書いてもよいことになる。
【妙】大徐篆文では「玅」の字体。弘道軒四号と三号では字体
が異なる。

妃

妄

妓

妥

妊
姙

妨
妙
玅

ヒ
きさき

モウ
ボウ
みだり

ギ
キ

ダ
おだやか

ニン
はらむ

ボウ
さまたげる

ミョウ
たえ

常①

常①

①

常①

常①

②

常①

常①

妄

妃
関戸本朗詠

粘葉本朗詠

久松切

元暦萬葉⑬

墨流本朗詠

節用

再板農業全書

節用

女 3

女 3

○ 現代中国

現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文

郭店楚簡

戦国・金文

毛公鼎

大徐・女部

大徐・女部 馬王堆

武威漢簡

禮器碑

書譜 蘭亭序

元詳造像記

賀蘭汗造像

中岳崇高霊廟碑

伊闕仏龕碑

信行禅師碑

五経・女部

法華義疏

聾瞽指歸

妓姼
雲紙本朗詠

雲紙本朗詠 伊予切①

節用

婬事戒

女 4 現代中国異体字大徐・女部 本際経聖行品

妥綏

妊

妙

妨
粘葉本朗詠

元暦萬葉②

元暦萬葉⑩

節用

節用節用

心学心得艸

東海道中膝栗毛

女 4

女 6

女 4

女 4

弘道軒三号

明治の漢字
「娠」の〈許容〉 現代中国

現代中国

現代中国

甲骨

金文

金文

金文

金文

銀雀山竹簡

大徐・女部

大徐・女部

大徐・弦部 郭有道碑 漢時帖 漢時帖

常季繁墓誌

張猛龍碑

暉福寺碑

多宝塔碑

玄言新記明老部

孔子廟堂碑

五経・女部

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

伝藤原行成 女 4 × 現代中国異体字甲骨

殷・金文

金文

金文

望山楚簡 段注・女部 陸東之・文賦
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【女】妃
3
妄
3
妓
4
妥
4
妊
4
妨
4
妙
4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【妖】大徐篆文では旁にくさかんむりのようなものがある。
【委】漢代以降、左右に伸ばすのは「女」の横線で、「禾」の
右ハライは止める。
【妻】漢代以降、左右に伸ばすのは「女」の横線で、他の横線
は抑制する。

妖

姐
委

姑

妻

始

ヨウ
あやしい

シャ
ソ
あね
あねご

イ
くわしい
すてる
まかせる

コ
しばらく
しゅうとめ

サイ
つま
めあわす

シ
はじまる
はじめる

人→新①

①

教 3常①

①

教 5常①

教 3常①

姐

妖

委

伏見天皇願文

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

節用

節用

再板農業全書

女 4

女 5

女 5

現代中国

現代中国

現代中国甲骨

甲骨

甲骨 睡虎地秦簡

大徐・女部

大徐・女部

大徐・女部 馬王堆

馬王堆

魏・曹真残碑

居延漢簡 十七帖

玄朗墓誌

乞臥宝墓誌

敬史君碑

北海相景君碑

等慈寺碑

李璧墓誌

皇甫誕碑

干禄字書

五経・女部

五経〈序〉

聾瞽指歸

王勃詩序

聾瞽指歸

姑
粘葉本朗詠 女今川宝島台

女今川宝島台

女 5 現代中国殷金文

金文

金文 睡虎地秦簡

子弾庫楚帛楚・雨臺山

大徐・女部 馬王堆

馬王堆

居延漢簡

熹平石経

王献之 論経書詩 昭仁寺碑

始

妻
元暦萬葉①

元暦萬葉④

伊都内親王願文

元暦萬葉⑲

家道訓

消息往来

農家用文章大全

節用

女 5

康煕古文

康煕古文

女 5

現代中国

現代中国

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文

金文

金文金文

金文金文

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡包山楚簡

睡虎地秦簡

大徐・女部

大徐古文

段注古文

大徐・女部

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

新居延漢簡

武威漢簡

敦煌漢簡

曹全碑陰 澄清堂帖

一仏造像

元遥妻梁氏墓誌

奚智墓誌

高貞碑

圭峰禅師碑

九成宮

杜家立成

王勃詩序
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【女】妖
4
姐
5
委
5
姑
5
妻
5
始
5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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